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進
学
指
導
に
関
わ
っ
て
15
年
に
な
り
ま
す

が
、
２
０
２
０
年
は
今
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と

の
な
い
、
試
練
の
年
に
な
り
ま
し
た
。
一
つ
に

は
、
今
年
度
か
ら
入
試
制
度
が
大
き
く
変
更
に

な
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
現
高
校
３
年
生
の

入
学
時
、
彼
ら
の
受
験
の
時
に
は
い
よ
い
よ
セ

ン
タ
ー
試
験
が
新
た
な
試
験
に
変
わ
り
、
英
語

の
民
間
試
験
や
記
述
式
問
題
が
導
入
さ
れ
る
の

だ
と
戦
慄
を
覚
え
た
も
の
で
す
。
ポ
ー
ト
フ
ォ

リ
オ
の
記
入
を
含
め
、
新
入
試
で
求
め
ら
れ
る

力
を
養
う
た
め
に
様
々
な
こ
と
を
試
み
て
き
た

２
年
間
で
し
た
。
し
か
し
、
英
語
民
間
試
験
も

記
述
式
も
導
入
見
送
り
に
…
。
や
っ
て
き
た
こ

と
は
決
し
て
無
駄
に
は
な
り
ま
せ
ん
が
、
受
験

を
目
前
に
控
え
た
高
校
３
年
生
に
と
っ
て
は
心

穏
や
か
な
ら
ざ
る
変
更
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
も
う
一
つ
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
流
行
で
す
。
長
期
に
わ
た
る
休
校
、
県
外
で

の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
参
加
自
粛
、
そ
し
て

受
験
は
ど
う
な
る
の
か
と
い
う
不
安
。
受
験
生

の
繊
細
な
心
を
揺
さ
ぶ
る
非
日
常
が
続
き
ま
し

た
。
そ
の
よ
う
な
逆
境
の
中
で
、
３
年
生
の
皆

さ
ん
は
で
き
る
こ
と
を
確
実
に
積
み
重
ね
な
が

ら
、
進
路
を
切
り
拓
い
て
い
き
ま
し
た
。
年
内

に
学
校
推
薦
型
と
総
合
型
選
抜
の
受
験
は
ほ
ぼ

終
了
し
、１
月
か
ら
は
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
、

一
般
型
選
抜
が
続
き
ま
す
。
コ
ロ
ナ
の
影
響
は

今
後
も
止
む
こ
と
は
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
自

分
が
や
っ
て
き
た
こ
と
に
自
信
を
持
っ
て
前
向

き
な
気
持
ち
で
挑
ん
で
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま

す
。

　

現
時
点
で
新
入
試
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す

新
大
学
入
試
元
年
に
思
う

新
大
学
入
試
元
年
に
思
う

進
学
指
導
部
長

進
学
指
導
部
長

岡
　
由
美
子

岡
　
由
美
子

と
、
普
通
コ
ー
ス
を
中
心
に
多
く
の
生
徒
が
受

験
す
る
指
定
校
制
推
薦
で
は
、
特
に
大
学
・
短

大
に
お
い
て
、
入
試
内
容
の
変
更
が
目
立
ち
ま

し
た
。
例
え
ば
、
前
年
ま
で
は
面
接
の
み
だ
っ

た
学
校
が
小
論
文
や
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど

を
導
入
し
た
り
、
基
礎
力
テ
ス
ト
を
課
し
た
り

す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
進
学

を
考
え
て
い
る
皆
さ
ん
は
、
今
ま
で
以
上
に
早

い
時
期
か
ら
対
策
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要

に
な
り
ま
す
。
ま
ず
は
基
礎
学
力
の
定
着
で
す
。

授
業
と
予
習
・
復
習
と
い
う
日
常
の
学
習
を
重

視
し
て
い
く
こ
と
が
何
よ
り
も
大
切
で
す
。
授

業
の
理
解
が
で
き
た
ら
、
先
生
方
に
ア
ド
バ
イ

ス
を
も
ら
い
な
が
ら
プ
ラ
ス
α
の
勉
強
を
や
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
小
論
文
に
関
し
て

は
、
型
の
習
得
は
比
較
的
短
期
間
で
で
き
ま
す

が
、
論
じ
る
た
め
の
知
識
を
身
に
つ
け
る
に
は

時
間
が
か
か
り
ま
す
。
こ
れ
も
早
い
時
期
か
ら

の
準
備
が
必
要
に
な
る
で
し
ょ
う
。
お
勧
め
す

る
の
は
新
聞
記
事
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
で
す
。
新
聞

を
全
部
は
読
め
な
い
人
も
、
見
出
し
を
見
て
興

味
の
あ
る
記
事
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
読
む
こ

と
は
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
記
事

を
切
り
取
り
ノ
ー
ト
に
貼
っ
て
、
自
分
の
意
見

や
感
想
を
書
き
込
ん
で
い
く
と
効
果
的
で
す
。

　

さ
ら
に
、
積
極
的
に
様
々
な
体
験
に
取
り
組

む
こ
と
は
、
志
望
理
由
書
や
面
接
試
験
で
生
き

て
き
ま
す
。
新
入
試
で
は
、
高
校
生
活
の
中
で

日
々
積
み
重
ね
て
い
く
も
の
が
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
重
み
を
持
つ
よ
う
に
な
る
の
で
す
。

　

私
達
も
皆
さ
ん
の
夢
の
実
現
に
向
け
て
し
っ

か
り
と
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

美　

術　

部

第
53
回
島
根
県
高
校
美
術
展

時　

12
月
11
〜
14
日　
　
　
　
　

於　

県
立
石
見
美
術
館（
益
田
市
）

全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
出
品
決
定
!!

　

今
年
度
は
コ

ロ
ナ
禍
で
出
品

点
数
が
制
限
さ

れ
る
中
、
全
県
か

ら
282
点
の
応
募

が
あ
り
、
本
校
か

ら
は
18
点
を
出

品
し
、
全
点
が
入

選
し
た
。
そ
の
う

ち
山
﨑
あ
か
り

（
2-6 

湖陵
）
の
夕
暮
れ
の
電
車
内
を
描
い
た
デ
ザ
イ

ン
作
品
「
一
人
旅
」

と
、
山
根
麻
由
美

（
1-6 

出三
）
の
Ｖ
Ｒ
で
自

然
を
描
い
た
映
像
作

品「
Ｆ
ｏ
ｒ
ｅ
ｓ
ｔ
」

が
全
国
大
会
推
薦
作

品
枠
７
点
に
選
出
さ

れ
、
来
年
度
の
和
歌

山
大
会
に
出
品
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。

 （
顧
問　

飯
塚
康
弘
）

第
53
回
島
根
県
総
合
美
術
展
（
県
展
）

時　

11
月
14
〜
22
日　

於　

島
根
県
立
美
術
館

　

島
根
県
が
主
催
す
る
県
総
合
美
術
展
デ
ザ
イ

ン
部
門
に
３
点
を
出
品
し
た
と
こ
ろ
、
全
員
の

作
品
が
入
選
し
た
。
一
般
の
公
募
美
術
展
に
入

選
で
き
た
こ
と
は
、
生
徒
に
と
っ
て
大
き
な
自

信
に
な
っ
た
。

【
デ
ザ
イ
ン
部
門
】

〈
入
選
〉　

田
部
愛
華（
3-6 

出一
）・
原　

舞
夏（
3-6 

斐西
）

　
　
　
　

安
原
詩
乃（
3-6 

大田西
）

 

（
顧
問　

飯
塚
康
弘
） 「一人旅」山﨑あかり

「Forest」山根麻由美

写　

真　

部

第
48
回
島
根
県
高
等
学
校
写
真
展

島
根
県
１
席
＆
３
席
Ｗ
受
賞
の
快
挙
！

全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
出
品
決
定
!!

　

11
月
18
日
㈬
、
島
根
中
央
高
校
に
お
い
て
今

年
度
の
島
根
県

高
校
写
真
展
審

査
会
が
行
わ
れ

た
。
本
校
か
ら

は
12
点
出
品
し
、

「
１
・
２
年
の
部
」

１
席
に
大
江
日

向
人（
2-4 

北陵
）
が
、

３
席
に
高
橋
友

（
2-3 

平田
）
が
そ
れ
ぞ

れ
入
賞
し
た
が
、

上
位
５
席
に
２
人
も
入
賞
し
た
こ
と
は
、
本
校

初
の
快
挙
で
あ
っ
た
。
２
人
の
作
品
は
来
年
和

歌
山
県
で
開
催

さ
れ
る
全
国
高

等
学
校
総
合
文

化
祭
へ
の
出
品

権
を
獲
得
し
た
。

日
頃
、
陰
な
が

ら
支
え
て
く
だ

さ
っ
て
い
る
皆

様
に
、
心
よ
り

感
謝
し
た
い
。

 

（
顧
問　

村
上　

学
）

【
１
・
２
年
の
部
】

〈
第
１
席
〉

　
「
思
い
出
の
１
ペ
ー
ジ
」　

大
江
日
向
人

〈
第
３
席
〉

　
「
休
憩
中
」　　
　
　
　
　

高
橋　

友

〈
奨
励
賞
〉

　
「
旅
の
始
ま
り
」　　
　
　

高
橋　

友

　
「
喜
び
」　　
　
　
　
　
　

藤
原
香
織（
2-3 

大社
）

　
「
空
を
感
じ
て
」　　
　
　

伊
藤
美
希（
1-4 

向陽
）

　
「
風
物
詩
」　　
　
　
　
　

坂
口　

輝（
1-1 

出三
） 「思い出の１ページ」大江日向人

「休憩中」高橋　友



第４２４号　（2）

進

学

状

況

北
陵
生
健
闘
中
！

　

新
入
試
制
度
の
施
行
に
コ
ロ
ナ
禍
が
重
な
る

と
い
う
大
き
な
不
安
の
中
、
本
校
高
校
３
年
生

は
健
闘
を
続
け
、
次
々
と
志
望
校
へ
の
切
符
を

手
に
し
て
い
る
。
合
格
者
の
多
く
に
共
通
し
て

い
る
の
は
、
志
望
校
へ
の
熱
い
思
い
を
持
ち
、

地
道
な
努
力
を
重
ね
、
充
実
し
た
高
校
生
活
を

送
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
後
輩
の
皆
さ
ん
も

後
に
続
い
て
欲
し
い
。

【
国
公
立
大
学
・
短
期
大
学
】

島
根
大
学
２
名（
教
育
学
部
・
生
物
資
源
科
学

部
）・
島
根
県
立
大
学
短
期
大
学
部

【
私
立
大
学
】

明
治
大
学
・
国
立
音
楽
大
学
・
関
西
大
学
・
近

畿
大
学
・
関
西
外
国
語
大
学
・
京
都
外
国
語
大

学
・
岡
山
理
科
大
学
・
就
実
大
学
・
広
島
修
道

大
学
・
広
島
経
済
大
学
な
ど

就
職
状
況
（
12
月
15
日
現
在
）

難
関
を
突
破
し
、
出
雲
市
消
防
本
部
に
内
定
！

　

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
今
年
度
の
就
職
選
考
会

は
例
年
よ
り
１
ヶ
月
遅
れ
の
10
月
16
日
か
ら
全

国
一
斉
に
開
始
さ
れ
た
が
、
本
校
の
就
職
希
望

生
徒
は
、
今
年
も
し
っ
か
り
と
準
備
を
行
い
、

ほ
と
ん
ど
の
生
徒
が
第
１
希
望
の
企
業
か
ら
内

定
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。

　

ま
た
今
年
度
は
、
難
関
で
あ
る
出
雲
市
消
防

本
部
に
島
田
莉
空（
3-5 

北陵
）
が
見
事
合
格
し
た
。

他
の
受
験
者
は
す
べ
て
が
一
般
人
、
６
倍
の
競

争
率
を
突
破
し
て
の
合
格
と
な
っ
た
。

　

生
徒
の
皆
さ
ん
の
頑
張
り
が
、
大
い
に
光
っ

た
よ
う
に
思
う
。

【
県
外
】
陸
上
自
衛
隊（
２
名
）・
航
空
自
衛
隊

【
県
内
】
出
雲
市
消
防
本
部
・
日
研
ト
ー
タ
ル
ソ

ー
シ
ン
グ
㈱（
４
名
）・
㈱
ジ
ェ
イ
エ
ム
エ
ス
出

雲
工
場（
４
名
）・
㈱
出
雲
村
田
製
作
所（
３
名
）・

島
根
ナ
カ
バ
ヤ
シ
㈱
出
雲
工
場（
３
名
）・
㈱
島

根
富
士
通（
３
名
）・
㈱
ウ
シ
オ（
２
名
）・
共
立

メ
ン
テ
ナ
ン
ス（
２
名
）・
島
根
県
農
業
協
同
組

合
出
雲
地
区
本
部（
２
名
）・
㈱
ダ
イ
ハ
ツ
メ
タ

ル
出
雲
工
場（
２
名
）・
㈱
山
陰
イ
エ
ロ
ー
ハ
ッ

ト
・
㈱
出
雲
技
研
・
出
雲
ケ
ー
ブ
ル
ビ
ジ
ョ
ン

㈱
・
エ
イ
コ
ー
電
子
工
業
㈱
・
㈱
エ
デ
ィ
オ
ン
・

㈱
大
崎
・
㈱
コ
メ
リ
・
佐
川
急
便
㈱
・
山
陰
製

袋
工
業
㈱
・
㈱
山
九
・
㈱
サ
ン
キ
ュ
ー
（
100
満

ボ
ル
ト
）・
㈱
さ
ん
び
る
・
㈱
島
根
銀
行
・
㈱
玉

木
園
芸
・
㈲
大
谷
ボ
ー
リ
ン
グ
工
業
・
㈲
白
石

家
・
㈲
た
し
ろ
・
㈲
斐
川
水
道
・
㈲
渡
邊
水
産

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

島
根
県
高
等
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
イ
ン
ド
ア
選
手
権

時　

12
月
12
日　
　
　

於　

鹿
島
総
合
体
育
館

　

新
人
戦
の
上
位
ベ
ス
ト
32
が
出
場
す
る
大

会
に
本
校
か
ら
は

５
ペ
ア
が
参
加
し

た
。
神
田
好
太
郎

（
2-2 

浜東
）・
岩
崎
遥
平

（
1-5 

出一
）
ペ
ア
が
決

勝
ま
で
進
出
し
た

が
、
接
戦
を
も
の

に
で
き
ず
惜
敗
と

な
っ
た
。
全
体
的

に
甘
さ
が
目
立
つ
内
容
で
あ
っ
た
の
で
全
国
選

抜
中
国
予
選
に
向
け
て
、
し
っ
か
り
と
準
備
し

て
い
き
た
い
。 

（
顧
問　

佐
々
木
雄
志
）

な
ぎ
な
た
部

令
和
２
年
度
島
根
県
高
等
学
校
な
ぎ
な
た
新
人
大
会

時　

12
月
13
日　
　

於　

本
校　

黎
明
館

〈
個
人
競
技
の
部
〉

優
勝　

杉
山
華
織
（
2-5 

出三
）

２
位　

高
野
杏
夏
（
1-4 

松一
）

○

大
会
総
評

　

今
年
度
初
め
て
の
大
会
で
あ
っ
た
。
全
国
選

抜
開
催
は
現
在
未
定
で
あ
る
が
、
今
や
る
べ
き

こ
と
に
目
を
向
け
、
今
後
も
練
習
に
励
み
た
い
。

 

（
顧
問　

井
上
美
代
）

テ

ニ

ス

部

学
年
別
大
会

時　

12
月
13
日　
　

於　

浜
山
公
園
な
ど

〈
１
年
生
男
子
〉
３
回
戦
敗
退

〈
１
年
生
女
子
〉
２
回
戦
敗
退

○

大
会
総
評

　

上
位
進
出
を
狙
っ
て
い
た
が
、
残
念
な
結
果

と
な
っ
た
。
さ
れ
ど
テ
ニ
ス
の
質
は
向
上
し
て

き
て
お
り
、
来
シ
ー
ズ
ン
に
向
け
、
さ
ら
に
進

化
さ
せ
た
い
。 

（
顧
問　

石
川
剛
亘
）

吹

奏

楽

部

第
44
回
全
日
本
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
県
大
会

時　

12
月
13
日　
　

於　

大
田
市
民
会
館

　

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
本
年
は
無
観
客
で
各
校

１
チ
ー
ム
の
参
加
で
の
開
催
と
な
り
、
本
校
か

ら
は
木
管
５
重
奏
が
参
加
し
た
。
本
番
で
は
美

し
い
音
色
を
響
か
せ
素
晴
ら
し
い
演
奏
を
披
露

し
た
。
結
果
、
島
根
県
代
表
と
し
て
２
月
に
倉

敷
市
民
会
館
で
行
わ
れ
る
中
国
大
会
へ
の
出
場

権
を
獲
得
し
た
。
中
国
大
会
で
は
、
更
に
質
の

高
い
演
奏
が
で
き
る
よ
う
精
進
し
て
い
き
た
い
。

 

（
顧
問　

竹
内
康
貴
）

・
木
管
５
重
奏　

金
賞
・
県
代
表

　

デ
ィ
ベ
ル
テ
ィ
メ
ン
ト
／
Ｊ
．
ハ
イ
ド
ン

保
育
実
習

保
育
実
習

　

高
校
３
年
生
普
通
コ
ー
ス
の
保
育
系
列
の
生

徒
が
、
12
月
２
日
に
出
雲
市
内
の
認
定
こ
ど
も

園
で
保
育
実
習
を
行
っ
た
。
当
日
は
、
担
当
ク

ラ
ス
に
分
か
れ
て
歌
や
ダ
ン
ス
、
制
作
活
動
の

ほ
か
、
園
庭
で
の
運
動
遊
び
な
ど
を
一
緒
に
行

い
、
乳
幼
児
と
の
か
か
わ
り
方
や
心
身
の
発
達

に
つ
い
て
学
ば
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
。

　

今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
実
習

の
実
施
が
危
ぶ
ま
れ
た
が
、

施
設
の
先
生
方
の
ご
協
力
の

も
と
、
感
染
症
対
策
を
行
い

な
が
ら
無
事
に
終
え
る
こ
と

が
で
き
た
。
お
世
話
に
な
り

決勝進出の岩崎選手（左）と神田選手（右）

ま
し
た
こ
ど
も
園
の
皆
様
に
お
礼
を
申
し
あ
げ

ま
す
。 

（
担
当　

勝
部
美
和
子
）

看

護

体

験

看

護

体

験

　

12
月
15
日
に
２
年
生
普

通
コ
ー
ス
看
護
・
医
療
系

列
の
生
徒
10
名
が
、
島
根

県
立
大
学
看
護
学
部
（
出
雲

キ
ャ
ン
パ
ス
）
に
て
、
看
護

体
験
実
習
を
受
け
た
。

　

こ
の
実
習
は
、
普
通
コ

ー
ス
内
に
五
つ
の
系
列
が
設
定
さ
れ
た
平
成
27

年
か
ら
続
い
て
い
る
。
看
護
・
医
療
系
の
大
き

な
特
徴
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
こ
の
実
習
は
、

毎
年
12
月
に
行
わ
れ
、
今
年
で
６
回
目
で
あ
る
。

　

当
日
は
、
同
大
学
の
お
二
人
の
先
生
方
よ
り

ベ
ッ
ド
メ
イ
キ
ン
グ
を
中
心
と
し
た
看
護
に
関

す
る
講
義
を
い
た
だ
き
、
生
徒
た
ち
は
真
剣
に

話
を
聞
き
な
が
ら
、
実
習
に
臨
ん
だ
。

 

（
担
当　

尾
添
喜
行
）

第
６5
回
ビ
ジ
ネ
ス
文
書
実
務
検
定
合
格
者

第
６5
回
ビ
ジ
ネ
ス
文
書
実
務
検
定
合
格
者

時 

11
月
22
日

〈
３
級
合
格
者
〉

池
田
天
希
（
2-1 

斐西
）、
岩
見　

颯
（
2-1 

大社
）

佐
藤
夢
馬
（
2-1 

斐西
）、
長
廻
洸
太
（
2-1 

平田
）

二
瀬
直
己
（
2-1 

平田
）、
橋
本
脩
平
（
2-1 

河南
）

松
本
海
斗
（
2-1 

向陽
）、
水　

歩
夢
（
2-1 

平田
）

勝
部
七
虹
（
2-1 

出二
）、
立
石
由
紀
野
（
2-1 

向陽
）

湯
原
遥
暉
（
2-1 

出三
）

〈
３
級
部
門
別
合
格
者
〉
２
名

税
の
作
文

　
「
税
に
関
す
る
作
文
」
に
応
募
し
た
と
こ
ろ
、

本
校
か
ら
引
野
結
子（
1-5 

松二
）、
青
木
美
澪（
1-1 

河南
）

の
２
名
が
出
雲
税
務
署
税
務
署
長
賞
を
受
賞
し

た
。
受
賞
に
際

し
、
出
雲
税
務

署
か
ら
３
名
が

来
校
さ
れ
、
本

校
で
表
彰
式
が

行
わ
れ
た
。



（3）　第４２４号

学
校
開
放
美
術
講
座

時　

11
月
28
日　

於　

本
校
美
術
棟

　

美
術
の
基
礎
で
あ
る
素
描
を
中
心
に
学
ぶ

美
術
講
座
を
開
催
し
た
。
本
年
度
は
中
学
生

の
部
の
み
の
開
催
だ
っ
た

が
、
多
く
の
参
加
者
を
得

て
開
催
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
参
加
者
は
皆
、
集
中

し
て
約
２
時
間
の
実
技
に

取
り
組
み
、
そ
れ
ぞ
れ
に

上
達
が
伺
え
、
実
り
あ
る

講
習
に
な
っ
た
。

　

次
年
度
も
開
催
を
予
定

し
て
い
る
の
で
、
多
く
の
方
に
受
講
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

（
担
当　

飯
塚
康
弘
）

か
わ
と
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

　

か
わ
と
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に

本
校
か
ら
応
募
し
た
と
こ
ろ
、
錦
織
初（
中1
国富
）

の
作
品
が
全
66
点
の
中
か
ら
中
学
生
・
高
校
生

の
部
で
１
位
に
選
ば
れ
、
11
月
29
日
に
川
跡
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
で
表
彰
式
が
行
わ
れ

た
。

　

こ
の
他
、
２
位
に
安
原
詩
乃（
3-6
大田西
）、
３
位

に
清
間
実
斗（
2-6
浜山
）
が
選
ば
れ
た
。

新
生
徒
会
長
・
副
会
長
決
定

高校12
月
１
日
、
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
に
立
会
演
説
会
を
放

送
で
行
っ
た
。
立
候
補
し
た
８
名
の
生
徒
が
そ

れ
ぞ
れ
全
校
生
徒
に
思
い
を
伝
え
、
選
挙
戦
が

ス
タ
ー
ト
し
た
。
立
候
補
者
は
朝
、
夕
の
限
ら

れ
た
時
間
を
有
効
に
使
い
、
し
っ
か
り
と
選
挙

活
動
を
行
い
、
８
日
の
投
票
日
を
迎
え
た
。
当

選
し
た
会
長
、
副
会
長
を
中
心
と
す
る
新
生
徒

会
に
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
負
け
な
い
、
活

気
あ
る
生
徒
会
を
つ
く
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
る
。

新
生
徒
会
三
役
決
定

中学校12
月
１
日
に
生
徒
会
長
立
会
演
説
会
及
び
選

挙
が
行
わ
れ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
実
施
と
い
う

こ
と
で
、
ホ
ー
ル
や
教
室
に
分
か
れ
、
リ
モ
ー

ト
に
よ
る
演
説
会
と
な
っ
た
。
画
面
越
し
か
ら

も
伝
わ
る
候
補
者
の
熱
い
演
説
を
投
票
者
達
も

真
剣
に
聞
い
て
い
た
。
選
挙
の
結
果
、
左
記
の

生
徒
が
新
生
徒
会
役
員
と
し
て
選
ば
れ
た
。

演
奏
会
の
お
知
ら
せ

合　

唱　

部

出
雲
北
陵
中
学
・
高
等
学
校
合
唱
部

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

日　

時
：
12
月
25
日
㈮

　
　
　
　

18
時
開
場　

18
時
30
分
開
演

場　

所　

ビ
ッ
グ
ハ
ー
ト
出
雲
白
の
ホ
ー
ル

入
場
料　

無
料

※
今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
対
策
と
し
て
、
入
場
制
限
を
設
け
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

保
健
室
よ
り

感
染
症
が
流
行
し
や
す
い
季
節
で
す
！

　

基
本
的
な
感
染
症
対
策
に
継
続
し
て
取
り
組

ん
で
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◯

発
熱
・
風
邪
症
状
が
あ
る
場
合
は
登
校
し
な
い

◯

三
密
の
回
避
、
大
声
を
出
さ
な
い

◯

ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
の
確
保

◯

マ
ス
ク
の
着
用

◯

手
洗
い
な
ど
の
手
指
衛
生

◯

常
時
ま
た
は
適
宜
窓
を
開
け
換
気
す
る

　

ま
た
、
感
染
が
拡
大
し
て
い
る
地
域
へ
移
動

す
る
際
に
は
、
感
染
予
防
を
徹
底
す
る
等
、
十

分
注
意
し
て
行
動
し
て
く
だ
さ
い
。

中
学
校

卓　

球　

部

第
43
回
島
根
県
中
学
校
選
抜
卓
球
大
会

時　

12
月
５
日　
　
　
　
　

於　

大
田
市
立
総
合
体
育
館

【
男
子
団
体
】

２
位
（
小
野
、
田
中
、
濵
田
、
古
瀬
、
馬
庭
）

○

大
会
総
評

　

級
友
の
協
力
を
得
て
大
会
に
参
加
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
そ
の
級
友
達
の
た
め
に
も
優
勝
し

た
か
っ
た
が
悔
し
い
結
果
と
な
っ
た
。
３
月
に

行
わ
れ
る
全
国
大
会
で
悔
し
さ
を
ぶ
つ
け
て
欲

し
い
。

（
顧
問　

相
場
翔
太
）

テ

ニ

ス

部

Ｍ
Ｕ
Ｆ
Ｇ
ジ
ュ
ニ
ア
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
県
予
選

時　

12
月
５
日　
　
　
　

於　

松
江
総
合
運
動
公
園

〈
15
歳
以
下
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
〉
初
戦
敗
退

〈
15
歳
以
下
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
〉
初
戦
敗
退

○

大
会
総
評

　

中
２
男
子
の
４
人
と
高
１
女
子
の
１
人
が
出

場
し
た
が
、
い
ず
れ
も
結
果
を
出
せ
な
か
っ
た
。

簡
単
な
ミ
ス
を
な
く
し
、
安
定
し
た
テ
ニ
ス
を

心
掛
け
る
よ
う
、
指
導
し
て
い
き
た
い
。

（
顧
問　

石
川
剛
亘
）

第
２
回
校
外
講
師
特
別
講
座

〜
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
学
習
〜

11
月
18
日
、
校
外
か
ら
８
名
の
講
師
の
方
々

を
お
迎
え
し
、
１
年
生
は
高
齢
者
疑
似
体
験
と

デ
ジ
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
体
験
、
２
年
生
は
点
字
と

手
話
の
体
験
学
習
を
、
ま
た
３
年
生
は
２
班
に

分
か
れ
て
平
素
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
鳶
巣
と

川
跡
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
へ
出
掛
け
、

清
掃
奉
仕
活
動
を
実
施
し
た
。

　

生
徒
か
ら
は
「
家
に
帰
っ
て
お
じ
い
ち
ゃ
ん

に
優
し
く
接
し
よ
う
」、「
手
話
で
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
り
た
い
」、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
で
の
初

め
て
の
障
子
張
り

に
感
激
し
た
」
と

い
っ
た
感
想
が
寄

せ
ら
れ
た
。
こ
の

体
験
は
自
分
自
身

を
見
つ
め
直
す
よ

い
機
会
と
な
っ
た
。

生
徒
会
長

　
　
　

原
田　

哲
多（
2-4
北陵
）

生
徒
会
長

　
　
　

内
藤　

亮
輔（
中2-2
北陽
）

副
会
長

　
　
　

手
錢　

杏
佳（
2-5
北陵
）

副
会
長

　
　
　

北
脇　

正
梧（
中2-1
北陽
）

副
会
長

　
　
　

神
田
好
太
郎（
2-2
浜田東
）

副
会
長

　
　
　

荒
瀬　
　

翼（
中1
大津
）

議
長

　
　
　

宗
宮　
　

証（
中2-1
大津
）

錦織さんの作品



第４２４号　（4）

出
雲
税
務
署 

税
務
署
長
賞

私
の
暮
ら
し
と
税
金

引
野　

結
子（
1-5 

松二
）

　

税
金
と
い
え
ば
教
育
費
。
高
校
一
年
生

の
私
が
「
税
金
っ
て
何
の
た
め
に
あ
る

の
？
」
と
聞
か
れ
た
ら
そ
う
答
え
る
と
思

い
ま
す
。
む
し
ろ
そ
れ
し
か
思
い
付
き
ま

せ
ん
。
消
費
税
や
所
得
税
、
た
ば
こ
税
な

ど
、
ど
ん
な
も
の
に
税
が
付
く
の
か
は
知

っ
て
い
ま
す
が
重
要
な
税
の
使
い
道
を
理

解
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
「
お
父
さ
ん
、税
金
っ
て
教
育
以
外
に
何

に
使
わ
れ
て
い
る
の
？
」
私
が
質
問
す
る

と
、
父
は
こ
う
返
し
ま
し
た
。「
僕
が
一

番
税
金
っ
て
す
ご
い
な
っ
て
思
っ
た
の
は
、

結
ち
ゃ
ん
が
お
母
さ
ん
の
お
腹
の
中
に
い

た
時
だ
よ
」。
父
も
そ
れ
ま
で
は
税
金
に

つ
い
て
深
く
考
え
た
こ
と
は
無
か
っ
た
そ

う
で
す
。
で
も
そ
の
出
来
事
で
父
は
税
金

の
あ
り
が
た
み
を
知
り
ま
し
た
。
一
つ
目

は
パ
パ
マ
マ
教
室
で
す
。
そ
こ
で
は
、
赤

ち
ゃ
ん
が
母
親
の
お
腹
の
中
で
ど
う
動
く

か
、
出
産
時
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
さ
れ

る
か
な
ど
を
教
え
て
も
ら
っ
た
そ
う
で
す
。

他
に
も
父
親
が
、
お
腹
が
大
き
く
な
っ
て

日
常
の
生
活
の
大
変
さ
を
学
ぶ
妊
婦
体
験

な
ど
が
行
わ
れ
た
そ
う
で
す
。
二
つ
目
は

赤
ち
ゃ
ん
の
予
防
接
種
の
チ
ケ
ッ
ト
が
無

料
で
配
ら
れ
た
こ
と
で
す
。
一
人
十
枚
く

ら
い
配
ら
れ
た
そ
う
で
す
。
一
回
約
七
千

作
品
と
研
究

円
か
か
る
予
防
接
種
が
十
回
無
料
だ
っ
た

と
聞
い
て
私
も
と
て
も
驚
き
ま
し
た
。
三

つ
目
は
松
江
市
の
保
健
師
の
方
が
家
に
訪

問
し
た
こ
と
で
す
。
当
時
私
の
両
親
が
帰

っ
て
い
た
母
の
実
家
に
保
健
師
の
方
が
来

て
く
だ
さ
っ
て
、
診
察
を
し
た
り
相
談
を

親
身
に
な
っ
て
聞
い
て
く
れ
た
そ
う
で
す
。

私
が
長
女
で
初
め
て
の
出
産
だ
っ
た
こ
と

も
あ
り
不
安
で
い
っ
ぱ
い
な
母
で
し
た
が
、

税
金
と
い
う
存
在
の
お
蔭
で
安
心
し
て
生

活
し
出
産
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
話
し

て
い
ま
す
。

　

私
は
昨
年
で
義
務
教
育
を
終
了
し
ま
し

た
。
も
う
教
科
書
な
ど
の
教
材
が
無
償
で

配
ら
れ
る
年
齢
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ

と
同
時
に
結
婚
が
で
き
る
年
齢
、
働
く
こ

と
が
で
き
る
年
齢
に
な
り
ま
し
た
。
無
償

教
育
で
は
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
今
ま
で

以
上
に
税
金
と
関
わ
る
機
会
が
多
く
な
る

と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
消
費
税
で
し
か

自
分
で
税
を
納
め
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が

こ
れ
か
ら
は
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
税
金
を

知
ら
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
私
が
何
か

の
機
会
に
納
め
る
税
。
そ
の
税
で
母
や
私

の
様
な
救
わ
れ
る
人
が
増
え
た
ら
い
い
な

と
思
い
ま
す
。

出
雲
税
務
署 

税
務
署
長
賞

支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を

 

忘
れ
ず
に

青
木　

美
澪（
1-1 

河南
）

　

私
は
「
税
金
」
と
聞
い
て
も
、
実
際
ど

の
よ
う
な
事
に
使
わ
れ
て
い
て
、
ど
の
よ

う
な
税
が
あ
る
の
か
詳
し
く
は
分
か
り
ま

せ
ん
。
で
も
、「
消
費
税
」
と
い
わ
れ
る
と

一
番
身
近
な
税
っ
て
こ
と
も
あ
り
、
大
体

は
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
昨
年
の

十
月
に
８
％
か
ら
10
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
、

自
分
の
中
で
は
軽
く
考
え
る
程
度
で
し
た
。

で
も
、
い
ざ
母
と
買
い
物
に
行
く
と
、
い

つ
も
よ
り
多
く
支
払
う
感
覚
を
と
て
も
実

感
し
、
２
％
増
え
る
の
は
と
て
も
大
き
な

こ
と
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。
少
し
前
ま
で

の
私
は
、「
な
ん
で
消
費
税
を
わ
ざ
わ
ざ
払

わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
ん
だ
ろ
う
」
と
思

い
な
が
ら
生
活
し
て
い
ま
し
た
。
だ
け
ど
、

自
分
が
払
っ
て
い
る
消
費
税
の
使
い
道
を

知
り
、
払
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
税
だ
な

と
思
い
ま
し
た
。
町
の
整
備
や
身
近
な
公

園
、
図
書
館
な
ど
税
金
で
成
り
立
っ
て
い

る
ん
だ
な
と
思
い
、
初
め
は
び
っ
く
り
し

ま
し
た
。
な
に
げ
な
く
払
っ
て
い
た
お
金

が
使
い
道
を
知
る
だ
け
で
、「
払
わ
な
け

れ
ば
い
け
な
い
」
と
い
う
意
識
に
変
わ
り
、

税
金
と
い
う
の
は
大
事
だ
な
と
思
い
ま
し

た
。

　

私
は
中
学
校
の
こ
ろ
に
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
を
し
て
い
ま
し
た
。
学
校
で
の
練
習

試
合
中
に
相
手
の
選
手
に
足
を
踏
ま
れ
骨

折
し
ま
し
た
。
そ
の
時
に
か
か
っ
た
治
療

費
が
五
千
円
以
上
だ
っ
た
た
め
保
険
金
の

請
求
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
治
療
費
も

四
割
返
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
に
も
税
金

が
か
か
わ
っ
て
い
る
と
聞
き
、
び
っ
く
り

し
ま
し
た
。
ま
さ
か
、
自
分
の
け
が
に
税

金
が
か
か
っ
て
い
る
と
も
知
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
こ
の
け
が
を
き
っ
か
け
に
税
金
は

人
の
健
康
に
も
加
わ
っ
て
い
る
と
知
り
、

私
達
の
生
活
の
色
ん
な
と
こ
ろ
に
使
わ
れ

て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。
税
金
は
こ
ん
な

に
も
暮
ら
し
を
支
え
て
い
る
と
い
う
こ
と

を
心
に
こ
れ
か
ら
も
、
し
っ
か
り
税
金
を

納
め
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。
芸
能
人
で
も

脱
税
を
し
て
、
ニ
ュ
ー
ス
に
な
っ
て
い
る

の
を
た
ま
に
目
に
し
ま
す
。
み
ん
な
の
た

め
、
自
分
の
た
め
、
社
会
の
た
め
と
い
う

思
い
を
忘
れ
な
い
で
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

税
金
を
払
う
こ
と
を
マ
イ
ナ
ス
だ
と
思
わ

ず
、
支
え
て
も
ら
っ
て
い
る
と
考
え
れ
ば
、

感
謝
の
気
持
ち
が
湧
い
て
く
る
と
思
い
ま

す
。
今
あ
る
生
活
を
当
た
り
前
だ
と
思
わ

ず
、
将
来
自
分
も
仕
事
に
就
い
た
ら
納
税

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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